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平
成
27
年
第
１
回
定
例
会

が
２
月
20
日
か
ら
３
月
23
日

ま
で
、
32
日
間
の
会
期
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で

は
、
平
成
27
年
度
の
当
初
予

算
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
全

会
計
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
３
月
補
正
予
算

や
１
件
の
陳
情
な
ど
の
審
議

を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。●

主
な
条
例

◆�

小
浜
市
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員
お
よ

び
運
営
な
ら
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

賛
成
全
員
で
可
決

◆�

小
浜
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
人
員
お
よ
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

賛
成
全
員
で
可
決

◆�

小
浜
市
議
会
基
本
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

賛
成
全
員
で
可
決

●
指
定
管
理

◆�
小
浜
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
小
浜
市
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て

賛
成
全
員
で
可
決 

●
陳
情

◆�

政
府
に
対
し
て
「
避
難
計

画
の
実
効
性
が
確
保
さ
れ

る
ま
で
原
発
の
再
稼
働
を

お
こ
な
わ
な
い
こ
と
」
を

求
め
る
意
見
書
採
択
を
求

め
る
陳
情
書

賛
成
少
数
で
不
採
択

 

●
意
見
書

◆�

北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト

早
期
整
備
を
求
め
る
意
見

書

　
賛
成
全
員
で
可
決

●
人
事
案
件

◆�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
賛
成
全
員
で
同
意

●
そ
の
他

◆�

小
浜
市
土
地
開
発
公
社
の

解
散
に
つ
い
て

賛
成
全
員
で
可
決
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３
月
定
例
会
の
概
要

【可決した平成 27 年度当初予算】　　　　　　　　　　　　　　
会計名 平成 27年度 平成 26年度 増減率
一般会計 １５９億円 １４７億７，８００万円 ７．６％
特別会計 ９３億５，５３７万円 　９０億３，１００万円 ３．６％

内
　
訳

国民健康保険 ３５億１，０３３万円 　３２億４，４１８万円 ８．２％
後期高齢者医療 ３億４，７７１万円 　３億５，２８６万円 ▲１．５％
介護保険 ３１億７，１２５万円 　３１億２，１８０万円 １．６％
簡易水道 ９，１８４万円 　　　　 ９，２１４万円 ▲０．３％
下水道 １７億２，４２４万円 　１７億１，１２０万円 ０．８％
農業集落排水 ４億５，５３６万円 　　４億５，４９７万円 ０．１％
漁業集落環境整備 ５，４６３万円 　　　　 ５，３８２万円 １．５％
加斗財産区 ３万円　　　　　　　　３万円 ０．０％
企業会計（水道） ８億６，５０６万円 　　８億７，１５８万円 ▲０．７％

合計 ２６１億２，０４３万円 ２４６億８，０５８万円 ５．８％
※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります

【可決した平成 26 年度補正予算】
会計名 既決予算額 3月補正額 合計
一般会計 １５８億４，４５１万円 ▲１億１２万円 １５７億４，４３８万円
特別会計 ９０億６，４７８万円 ▲４，１２８万円 ９０億２，３５１万円
企業会計 ８億９，２１６万円 ▲４，５３１万円 ８億４，６８５万円
計 ２５８億　１４５万円 ▲１億８，６７１万円 ２５６億１，４７４万円

※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります
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平成27年第1回定例会採決結果

全＝賛成全員（可決・採択）　多＝賛成多数（可決・採択）　否＝賛成少数（否決・不採択）
○＝賛成　×＝反対　欠＝出席せず　除＝除斥（規定により採決に加われない）
※�垣本正直議員は議長のため採決には加わっておりませんが、議案第 29号のみ特別多数議決に
より、採決に加わっています。

賛否が分かれた議案等

項 

目
件 

名

採 

決 

結 

果

藤
田
　
靖
人

西
本
　
清
司

小
澤
　
長
純

今
井
　
伸
治

能
登
　
恵
子

松
崎
圭
一
郎

下
中
　
雅
之

三
木
　
　
尚

垣
本
　
正
直

藤
田
　
善
平

風
呂
　
繁
昭

富
永
　
芳
夫

清
水
　
正
信

池
尾
　
正
彦

宮
崎
治
宇
蔵

山
本
　
益
弘

賛 

成
反 

対

予算

平成 26 年度小浜市水道事業会計補正予算（第 5 号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0

平成 27 年度小浜市一般会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 14 1

平成 27 年度小浜市介護保険事業特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 14 1

平成 27 年度小浜市水道事業会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 14 1

条例 小浜市介護保険条例の一部改正について 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 14 1

陳情 政府に対して「避難計画の実効性が確保されるまで原発の再稼働をおこ
なわないこと」を求める意見書採択を求める陳情書 否 × × × × ○ × × × × × × × × ○ × 2 13

意見書 北陸新幹線若狭ルート早期整備を求める意見書 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 14 0

賛成全員で可決、同意した議案等

【採決表示ボタン】

●ホームページをご覧ください
　採決結果や次回定例会の日程、本会議の動画配信（本会議終了後約
２週間程度で視聴できます）などさまざまな情報を掲載しています。
「小浜市議会」で検索！

項目                  件         名

予算

平成 26 年度小浜市一般会計補正予算（第 9 号）

平成 26 年度小浜市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 4 号）

平成 26 年度小浜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3 号）

平成 26 年度小浜市介護保険事業特別会計補正予算（第 3 号）

平成 26 年度小浜市簡易水道事業特別会計補正予算（第 3 号）

平成 26 年度小浜市下水道事業特別会計補正予算（第 3 号）

平成 26 年度小浜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 3 号）

平成26年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計補正予算（第3号）

平成 26 年度小浜市小浜市加斗財産区運営事業特別会計補正予算
（第 1 号）

平成 27 年度小浜市国民健康保険事業特別会計予算

平成 27 年度小浜市後期高齢者医療特別会計予算

平成 27 年度小浜市簡易水道事業特別会計予算

平成 27 年度小浜市下水道事業特別会計予算

平成 27 年度小浜市農業集落排水事業特別会計予算

平成 27 年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計予算

平成 27 年度小浜市加斗財産区運営事業特別会計予算

平成 26 年度小浜市一般会計補正予算（第 10 号）

条例

小浜市行政手続条例の一部改正について

小浜市職員定数条例の一部改正について

小浜市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

小浜市特別職の職員の給与および費用弁償に関する条例の一部改正に
ついて
御食国若狭おばま食文化館の設置および管理に関する条例の一部改正
について

小浜市保育所設置および費用弁償に関する条例の一部改正について　※

小浜市母子家庭等医療費の助成に関する条例の一部改正について
小浜市母と子の家児童発達支援センターの設置および管理に関する条
例の一部改正について

項目                  件         名

条例

小浜市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について
小浜市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備および運
営ならびに小浜市指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて
小浜市指定介護予防支援等の事業の人員および運営ならびに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例の制定について
小浜市地域包括センターの人員および運営に関する基準を定める条例の
制定について
小浜上中都市計画小浜市大規模集客施設制限地区建築条例の一部改
正について
小浜市下水事業受益者負担金および分担金に関する条例の一部改正に
ついて
小浜市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について

小浜市立幼稚園設置および管理条例の一部改正について

小浜市ふれいあいスクール設置条例の一部改正について

小浜市営体育施設の設置および管理条例の一部改正について

小浜市議会基本条例の一部改正について

小浜市議会委員会条例の一部改正について

その他

辺地の総合整備計画の策定について

辺地の総合整備計画の変更について

小浜市土地開発公社の解散について

第三セクター等改革推進債の起債に係る許可申請について

小浜市と若狭町との廃棄物（可燃物）の処理に関する事務の事務委
託に関する規約の変更について
小浜市とおおい町との廃棄物（可燃物）の処理に関する事務の事務
委託に関する規約の変更について
小浜市と若狭町との廃棄物（し尿）の処理に関する事務の事務委託
に関する規約の変更について

小浜市道路線の認定について

指定
管理

小浜市総合福祉センターおよび小浜市デイサービスセンターの指
定管理者の指定について

人事 固定資産評価審査委員会委員の選任について
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議会費

１億９，９０３万円
（２２２万円　増）

議会運営、議員報酬など
教育費

１５億７，２８８万円
（1 億７，１７７万円　増）

学校教育、社会教育など
公債費

１６億２，３４９万円
（1 億３，８５５万円　減）

借金の返済

民生費

４２億２，４７８万円
（４，２４４万円　減）

総務費

２４億９，５０９万円
（９億６，４９０万円　増）

協働、防災、交通、戸籍事務
など

消防費

５億１，７８８万円
（１，８３６万円　減）

消防、救急など

土木費

１９億２，６９６万円
（１億８，３６３万円　増）

道路、河川、公園の整備や維
持管理など

衛生費

１８億７，４３４万円
（１億９，７１７万円　増）

環境保全、ごみ処理など
商工費

６億５７３万円
（１億６，３３５万円　減）

商工業の振興、観光事業など
農林水産業費

６億５，５４４万円
（５，６０６万円　増）

農業、林業、水産業の振興など
労働費

１億９，４４０万円
（４６９万円　増）

地域雇用の安定など

1.2％

一般会計予算
159億円
歳出内訳

15.7％

26.6％

11.8％
1.2％

4.1％
3.8％

12.1％

3.3％

9.9％

10.2％

※（　）は前年度比較

総額261億 2,043万円

　平成27年度の当初予算案を予算決算常任委員会で慎重に審議した結果、全会
計とも原案どおり可決しました。平成 27年度の新規事業では、市民窓口業務と
上下水道料金徴収業務の民間委託の予算が盛り込まれたことが大きな特徴となっ
ています。

原案どおり可決

高齢者、障がい者、児童の福
祉など

※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります
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平成27年度当初予算
総額261億 2,043万円

第5次総合計画基本計画改定事業
　507万円

平成22年度に策定した第5次総合計画の基本計画
の改定を行う。

社会資本整備（道路修繕）　1,000万円
路面性状調査において修繕が必要と診断された和
久里竹原線の舗装修繕を行う。

土地開発公社精算事業　8億5,000万円
第三セクター等改革推進債を財源に、小浜市土地
開発公社の借入金を代位弁済する。

小浜西組町家公開事業　132万円
「蓬嶋楼」を公開活用するための対応を行う。

生活困窮者自立相談支援事業　403万円
生活困窮者自立支援法に基づき、生活保護に至る
前段階の自立支援策の強化を図る。

上下水道料金徴収等業務委託　2,174万円
窓口業務や収納業務等の民間委託を行う。

地域協働型まちづくりモデル事業
　903万円

「まちづくり協議会」を設立した地区に対し、地域
協働型まちづくりモデル事業交付金を交付する。

国分寺史跡保存管理計画策定事業　61万円
史跡若狭国分寺跡保存管理計画策定委員会の改正
および「史跡若狭国分寺跡保存管理計画策定書（改
訂版）」を刊行する。

さわやか窓口サービス民間委託経費　
1,016万円

市民窓口業務の一部を民間事業者に委託する。

梅田雲浜生誕200年記念事業　218万円
梅田雲浜生誕 200 年記念事業実行委員会に対し、
記念式典の開催等のための補助を行う。

人・農地問題解決加速化支援事業　60万円
集落営農の組織化や法人化、統合等による新たな
法人の立ち上げ等に必要となる経費を助成する。

本年度はこのような
新規事業があります！
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◆
児
童
福
祉
費
負
担
金

（
平
成
27
年
度
当
初
予
算
）

2
億
１
６
６
８
万
２
０
０
０
円

問 

保
育
料
が
近
隣
自
治
体
と

比
べ
て
高
い
現
状
を
ど
う
思

う
か
。

答 

雲
浜
・
西
津
保
育
園
の
統

廃
合
民
営
化
に
よ
り
削
減
で

き
た
財
源
で
保
育
料
を
下
げ

た
。
近
隣
に
は
及
ば
な
い
が
県

の
平
均
く
ら
い
に
は
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
小
浜
市
の
保
育

の
質
は
高
い
水
準
に
あ
る
。

◆
小
浜
市
企
業
振
興
助
成
金

（
平
成
27
年
度
当
初
予
算
）

1
億
円

問 

今
後
の
費
用
対
効
果
に
つ

い
て
は
。

答 

Ｊ
Ａ
前
の
工
場
拡
張

で
将
来
的
に
固
定
資
産

税
・
市
民
税
等
含
め
年
間

1
億
５
０
０
０
万
円
程
度
の

税
収
が
見
込
ま
れ
る
。

◆
討
論

・
議
案
第
11
号 

平
成
27
年
度

一
般
会
計
予
算

【
反
対
】
河
内
川
ダ
ム
へ
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金

２
７
８
０
万
円
や
議
案
嶺
南

鉄
道
整
備
促
進
基
金
負
担
金

８
７
５
０
万
円
が
含
ま
れ
て

お
り
、
賛
成
で
き
な
い
。

【
反
対
】
戸
籍
業
務
等
の
窓
口

業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

は
、
個
人
情
報
漏
え
い
の
リ

ス
ク
が
大
変
高
ま
る
た
め
民

間
委
託
に
反
対
す
る
。

◆
議
案
第
32
号 
小
浜
市
介
護

保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

問 

介
護
保
険
料
の
基
準
額
が

５
２
０
０
円
か
ら
５
９
７
０

円
に
上
が
る
。
こ
こ
数
年
新

規
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
な

い
中
で
、
介
護
給
付
費
が
増

加
し
て
い
る
理
由
は
。

答 

高
齢
化
率
が
毎
年
上
が
っ

て
お
り
、
要
介
護
認
定
を
受

け
ら
れ
る
方
の
増
加
に
伴
い
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

被
保
険
者
が
増
加
し
て
い
る

の
が
主
な
原
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

◆
議
案
第
33
号 

小
浜
市
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
お
よ
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問 

介
護
と
看
護
を
融
合
し

た
サ
ー
ビ
ス
が
今
後
重
要
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
24
時
間
対

応
が
で
き
る
体
制
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

答 

介
護
と
医
療
の
ニ
ー
ズ
が

今
後
増
え
て
い
く
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の

連
携
を
日
常
ケ
ア
の
推
進
と

合
わ
せ
て
、
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

◆
議
案
第
36
号 

小
浜
市
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
の
人
員
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問 

第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
中
で
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
大
き

な
柱
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
中
心
に
な
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

現
在
は
市
の
直
営
１
ヶ
所

で
運
営
し
て
い
る
が
、
中
学

校
区
ご
と
に
あ
る
の
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
、
高
齢
者
が
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
を
受
け

ら
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
こ

の
第
６
期
の
期
間
中
に
１
ヶ

所
の
増
設
を
検
討
し
て
い
る
。

◆
議
案
第
45
号 

小
浜
市
と
若

狭
町
と
の
廃
棄
物
（
可
燃
物
）

の
処
理
に
関
す
る
事
務
の
事
務

委
託
に
関
す
る
規
約
の
変
更

に
つ
い
て 

及
び 

議
案
第
46
号 

小
浜
市
と
お
お
い
町
と
の
廃
棄

物
（
可
燃
物
）
の
処
理
に
関
す

る
事
務
の
事
務
委
託
に
関
す
る

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

問 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼

働
延
長
と
い
う
こ
と
で
、
地

元
と
の
協
定
が
結
ば
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答 

稼
働
延
長
の
条
件
整
備
と

し
て
、
地
元
か
ら
の
要
望
を

も
と
に
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

 　
◆
議
案
第
22
号
・
23
号 

辺
地

の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

問 

辺
地
の
人
口
の
考
え
方

と
、
林
道
の
整
備
の
効
果
は
。

答 

辺
地
の
人
口
は
当
該
地
域

の
中
心
を
含
む
５
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
の
面
積
の
人

口
で
あ
り
、
他
の
路
線
と
比
較

し
て
も
交
通
量
も
多
く
、
そ
の

効
果
は
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

◆
議
案
第
40
号 
小
浜
市
立
幼

稚
園
設
置
お
よ
び
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問 

保
育
料
と
給
食
費
の
考
え

方
は
。

答 

従
来
は
保
育
料
と
給
食

費
を
分
け
て
支
払
う
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
同
じ
認
定

こ
ど
も
園
内
に
お
い
て
保
育

料
に
給
食
費
を
含
む
保
育
園

の
考
え
方
と
違
い
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
回
の
改
正
で
保

育
料
の
中
に
給
食
費
を
含
ん

だ
金
額
に
統
一
し
た
。

◆
議
案
第
42
号 

小
浜
市
営
体

育
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

場
の
利
用
者
は
ど
れ
く
ら
い

見
込
め
る
か
。

答 

現
在
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
に
携
っ
て
お
ら
れ
る
方

は
社
会
人
の
若
狭
ク
ラ
ブ
で

15
名
程
、
若
狭
東
高
校
の
部
活

動
で
５
名
程
、
事
業
所
の
オ
ー

イ
ン
グ
で
５
名
程
で
あ
る
。
協

会
で
は
今
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
の

教
室
を
10
回
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

 

◆
陳
情
第
２
号 

政
府
に
対
し

て
避
難
計
画
の
実
効
性
が
確
保

さ
れ
る
ま
で
原
発
の
再
稼
働
を

お
こ
な
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

【
意
見
】
現
段
階
で
は
避
難
計

画
の
実
効
性
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
安
全
対
策
が
十

分
で
な
い
中
で
原
発
の
再
稼

働
を
行
う
こ
と
に
は
反
対
。

【
意
見
】
各
自
治
体
が
策
定
し

て
い
る
避
難
計
画
に
つ
い
て

は
、
課
題
も
あ
り
完
璧
な
も

の
で
は
な
い
が
、
実
効
性
の

あ
る
計
画
と
な
る
よ
う
に
今

後
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

委
員
会
議
案
等
審
査

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
業
教
育
常
任
委
員
会

原
子
力
発
電
所

安
全
対
策
特
別
委
員
会

●
３
月
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書

▽
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
早
期
整
備
を
求
め
る
意
見
書

【
概
要
】‌�

敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
昭
和
48
年
に
決
定

さ
れ
た
整
備
計
画
ど
お
り
「
小
浜
市
附
近
」
を
経
過

地
と
す
る
若
狭
ル
ー
ト
の
駅
・
ル
ー
ト
を
一
日
も
早

く
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
新
幹
線
敦
賀
～
大
阪
間

の
全
線
フ
ル
規
格
に
よ
る
早
期
整
備
を
促
進
し
、
そ

の
開
業
年
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。



❼おばま市議会だより

　

こ
れ
ま
で
に
延
べ
21
回
の
委
員
会
を

開
催
し
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策

や
広
域
避
難
体
制
の
問
題
等
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の

主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

●
視
察
研
修
の
実
施

　

福
島
県
の
原
子
力
災
害
被
災
地
視
察

を
２
回
行
い
、
被
害
状
況
や
避
難
時
の

課
題
、
復
旧
復
興
対
策
等
に
つ
い
て
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、高
浜
・

大
飯
原
子
力
発
電
所
を
視
察
し
、
新
規

制
基
準
に
基
づ
く
地
震
・
津
波
対
策
や

緊
急
時
の
行
動
訓
練
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

●
大
飯
発
電
所
に
係
る
小
浜
市
域

の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
協
定
書

の
見
直
し

　

長
年
、
関
係
自
治
体
や
議
会
か
ら
強

く
申
し
入
れ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
24
年
12
月
25

日
、
関
西
電
力
㈱
な
ど
３
電
力
事
業
者

か
ら
、
異
常
時
の
連
絡
・
通
報
に
関
す

る
文
言
等
が
立
地
自
治
体
と
同
様
と
な

る
安
全
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

●
小
浜
市
広
域
避
難
計
画
に
つ
い

て
　

平
成
26
年
５
月
に
小
浜
市
地
域
防
災

計
画
【
原
子
力
災
害
対
策
編
】
が
改
定

さ
れ
、
県
の
広
域
避
難
計
画
要
綱
な
ど

を
基
に
広
域
避
難
計
画
の
策
定
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
住
民
が

一
斉
に
避
難
す
る
こ
と
に
よ
る
交
通
渋

滞
や
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
、
要

配
慮
者
の
避
難
体
制
な
ど
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
計
画
に
な
る
よ
う
見
直
し
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
に
延
べ
17
回
の
委
員
会
を

開
催
し
た
ほ
か
、
周
辺
自
治
体
や
各
種

団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
、
北

陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
に
向
け
、
調
査

研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
若
狭

ル
ー
ト
は
昭
和
48
年
に
整
備
計
画
で
決

定
さ
れ
た
唯
一
の
公
式
ル
ー
ト
で
あ

り
、
今
後
も
小
浜
市
の
最
重
要
課
題
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

●
市
民
へ
の
周
知

　

平
成
26
年
５
月
に
区
長
会
長
会
と
の

意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
同
年
７
月
に

は
行
政
が
市
内
全
区
長
を
対
象
と
し
た

出
前
講
座
を
開
き
、
北
陸
新
幹
線
に
関

す
る
周
知
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

●
周
辺
自
治
体
と
の
連
携

　

ル
ー
ト
決
定
に
つ
い
て
は
沿
線
自
治

体
の
意
見
を
聞
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
若
狭
ル
ー
ト
の
沿
線
自
治
体
と

さ
れ
る
京
都
府
亀
岡
市
議
会
、
お
お
い

町
議
会
、
若
狭
町
議
会
と
意
見
交
換
会

を
実
施
し
、
若
狭
ル
ー
ト
の
必
要
性
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
関
係
省
庁
へ
の
働
き
か
け

　

若
狭
ル
ー
ト
早
期
整
備
を
求
め
る
意

見
書
を
関
係
省
庁
に
提
出
し
た
ほ
か
、

福
井
県
、
福
井
県
議
会
、
政
府
与
党
整

備
新
幹
線
建
設
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
、
福
井
県
選
出
国
会
議
員
に
要

望
書
を
提
出
し
、
若
狭
ル
ー
ト
実
現
へ

の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

特
　
別
　
委
　
員
　
会
　
活
　
動
　
報
　
告

現地自治体との意見交換

小浜商工会議所との意見交換

原子力発電所安全対策特別委員会　設置日　平成 23 年６月 30 日

北陸新幹線若狭ルート早期実現特別委員会　設置日　平成 25 年６月 21 日



問 

何
故
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
な
の
か
。

答 

近
年
、
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
が
進
み
、
参
加

者
が
固
定
化
や
減
少
の
傾

向
に
あ
り
、
新
た
な
取
り

組
み
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
。「
地
域
力
」
を
結
集

し
、
地
域
住
民
が
一
丸
と

な
っ
て
さ
ら
に
特
色
の
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

る
。

問 
交
付
金
等
は
再
検
討

さ
れ
る
の
か
。

答 

２
年
間
の
モ
デ
ル
事

業
に
お
い
て
、
そ
の
実
施

内
容
・
交
付
金
の
算
定
に

つ
い
て
検
証
す
る
。

問 

市
民
体
育
館
の
耐
震

補
強
に
つ
い
て
。

答 

今
年
８
月
か
ら
耐
震

補
強
と
１
階
の
床
補
強
並

び
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
改
修

を
実
施
す
る
た
め
、
平
成

28
年
度
末
ま
で
休
館
と
な

る
。

問 

ふ
る
さ
と
納
税
の
現

問 

敦
賀
ま
で
の
３
年
工

期
短
縮
が
決
ま
っ
た
今
、

若
狭
ル
ー
ト
早
期
実
現
の

た
め
期
限
を
決
め
る
重
要

な
時
期
。
今
後
の
取
り
組

み
を
聞
く
。

答 

市
と
し
て
は
、
県
と

連
携
し
亀
岡
市
を
中
心

に
京
都
府
内
沿
線
へ
の
連

携
を
強
め
大
阪
府
へ
の
協

力
の
要
請
を
す
る
。
若
狭

ル
ー
ト
建
設
促
進
同
盟
会

会
長
と
し
て
、
嶺
南
市
町

の
中
心
に
な
り
、
県
、
国
、

関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

問 

議
員
が
質
問
し
た
こ

と
に
対
す
る
対
応
状
況
を

Ｈ
Ｐ
に
出
す
よ
う
に
提
案

す
る
。
例
と
し
て
、
能
登

が
２
期
４
年
間
質
問
し
た

９
課
へ
、
そ
の
対
応
状
況

を
伺
う
。
①
健
康
長
寿
課

へ
、認
知
症
の
早
期
発
見・

重
症
化
防
止
対
策
と
し
て

定
年
齢
健
診
を
。
①
答
…

平
成
27
年
度
よ
り
、
66
歳

状
と
目
標
は
。

答 

今
年
度
２
月
ま
で

４
４
５
件
約
６
５
０
万

円
、
次
年
度
は
寄
付
金

額
に
応
じ
た
返
礼
品
の
充

実
・
拡
大
で
８
５
０
件

１
２
５
０
万
円
が
目
標
。

問 

旭
座
の
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 

「
ま
ち
の
駅
」
の
西
側

に
旭
座
を
移
転
復
元
し
、

物
販
・
案
内
ス
ペ
ー
ス
の

あ
る
付
帯
施
設
棟
を
東
側

に
、
そ
の
間
を
広
場
と
す

る
。
平
成
27
年
度
末
の
完

成
予
定
。

問 

ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会

に
臨
む
意
気
込
み
は
。

答 

７
月
20
日
か
ら
４
日
間

「
オ
バ
マ
デ
イ
ズ
」
と
し

て
若
狭
塗
箸
協
同
組
合
や

商
工
会
議
所
、
キ
ッ
ズ
☆

サ
ポ
ー
タ
ー
に
お
世
話
に

な
り
「
キ
ッ
ズ・キ
ッ
チ
ン
」

や
「
若
狭
塗
箸
」
の
研
ぎ

出
し
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
。「
食
の
ま
ち
小

浜
」
を
国
内
外
に
積
極
的

に
発
信
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
、
観
光
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
り
市
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
。

か
ら
84
歳
ま
で
３
歳
き
ざ

み
で
健
診
を
す
る
。
②
消

防
団
の
装
備
の
計
画
的
な

整
備
に
つ
い
て
。
②
答
…

平
成
24
・
25
年
で
３
４
０

名
の
団
員
す
べ
て
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
更
新
。ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
２
２
０
着
、
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
55
台
、
平
成

26
年
度
に
は
耐
切
創
手
袋

を
１
４
０
双
購
入
。
今

後
２
ヶ
年
で
全
団
員
に
。

③
小
浜
線
を
活
用
し
た

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
を
提

案
。
③
答
…
平
成
27
年
度

中
に
走
行
予
定
。
等

問 

福
井
国
体
へ
の
準
備

に
つ
い
て
、
食
の
ま
ち
ら

し
く
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め

の
美
味
し
い
食
事
を
提
供

す
る
こ
と
と
、
活
用
す
る

各
施
設
内
で
の
禁
煙
、
ト

イ
レ
な
ど
の
整
備
を
。

答 

選
手
・
監
督
・
役
員

な
ど
総
勢
１
４
０
０
人
。

そ
の
他
デ
モ
ス
ポ
ー
ツ
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
国

体
導
入
競
技
者
あ
り
。
食

事
は
小
浜
な
ら
で
は
の
高

い
品
質
を
検
討
。
施
設
は

障
が
い
者
に
配
慮
し
た
ト

イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
室
を
。

まちづくりでさらなる市の活性化を

北陸新幹線早期実現への動きを早急に！

今井　伸治
議員

能登　恵子
議員

おばま市議会だより❽

ページ 氏　名 質　問　項　目 ページ 氏　名 質　問　項　目

８ 今井　伸治
１．地区まちづくり協議会について
２．ふるさと納税について
３．旭座移転について
４．ミラノ国際博覧会について

9 宮崎治宇蔵
１．高浜原発３・４号機の「適合」審査について
２．介護保険法改正対応について
３．国保税の引き下げ・法定減免拡充について
４．人口減少に伴う水道ビジョンの見直しについて

８ 能登　恵子
１．北陸新幹線若狭ルートについて
２．議員質問への対応調書
３．福井国体の準備について

10 清水　正信 １．少子高齢化、人口減少時代のまちづくり
２．原子力避難計画

９ 風呂　繁昭 １．平成27年度当初予算について
２．まち、ひと、しごと創生総合戦略について 10 松崎圭一郎

１．�やまなみ保育園開設に伴う信号機の
設置

２．危険回避の安全安心なまちづくり
３．拉致問題について

９ 下中　雅之 １．地方創生における協働のまちづくり
について

市政を問う ! 一般質問
平成２７年第１回（３月）小浜市議会定例会



問 

小
浜
市
版
の
「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦

略
」
に
つ
い
て
、
現
在
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答 

人
口
減
少
対
策
と
地

方
創
生
に
つ
い
て
は
、
国

と
地
方
が
一
体
と
な
り
、

中
長
期
的
視
点
に
立
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て

も
平
成
27
年
度
中
に
小
浜

市
版
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

総
合
戦
略
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

問 

小
浜
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
必

須
記
載
事
項
で
あ
る
「
教

育
・
保
育
提
供
区
域
の
設

定
」
を
ど
の
よ
う
に
定
め

た
の
か
。

答 

本
市
で
は
、
利
用
者

の
居
住
区
域
の
周
辺
に
限

定
せ
ず
、
保
護
者
の
通
勤

等
の
導
線
、
更
に
市
内
の

整
備
状
況
や
利
用
状
況
な

ど
の
実
情
を
踏
ま
え
、
市

域
全
域
を
一
圏
域
と
し
て

教
育
・
保
育
提
供
区
域
を

設
定
し
た
。

問 

地
方
創
生
や
人
口
減

少
時
代
に
あ
っ
て
「
市
民

が
住
み
た
い
、
住
み
続
け

た
い
」
と
考
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
、
市
長
は
ど
の
よ

う
に
描
い
て
お
ら
れ
る
の

か
。

答 

子
育
て
し
や
す
い
環

境
を
整
備
し
、
若
い
世
代

の
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
が
か
な
う
ま
ち

づ
く
り
、
次
に
雇
用
を
生

み
出
し
住
む
人
が
安
心
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
、
本
市
の
持
つ

ブ
ラ
ン
ド
力
を
さ
ら
に
高

め
、
住
む
人
が
魅
力
を
感

じ
、
夢
と
誇
り
を
持
て
る

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
、
医
療
や
福
祉
を
充
実

し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
生
き
が
い
に
満

ち
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し

て
、
強
度
に
誇
り
と
愛
着

を
持
つ
市
民
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
で
あ
る
。
こ
う
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
協

働
の
観
点
か
ら
推
進
し
た

い
。

地方創生における協働のまちづくりとは

問 

平
成
27
年
度
当
初
予

算
に
つ
い
て
。
地
方
消
費

税
交
付
金
の
増
税
で
は
あ

る
が
、
小
浜
市
の
貯
金
に

あ
た
る
財
政
調
整
基
金

を
取
り
く
ず
し
て
人
口
減

少
問
題
対
策
や
、
市
の
資

源
を
生
か
し
、
守
り
、
育

て
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
と
言
っ
て
お
ら
れ
る

が
、
近
年
に
な
い
大
型
予

算
１
５
９
億
円
の
予
算
編

成
の
特
徴
に
つ
い
て
。

答 

地
方
消
費
税
交
付
金

の
増
税
は
見
込
め
る
が
、

市
税
の
減
少
、
地
方
交
付

税
の
減
額
、
一
般
財
源
全

体
で
は
伸
び
は
期
待
で
き

な
い
。
人
口
減
少
問
題
へ

の
対
策
、
舞
若
道
の
全
線

開
通
、
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧

会
出
展
等
の
効
果
を
生
か

し
て
い
く
。
旭
座
を
中
心

に
ま
ち
の
創
生
、
ひ
と
の

創
生
と
し
て
、
出
産
、
子

育
て
支
援
、
不
妊
治
療
費

の
助
成
、
中
学
校
修
了
ま

で
の
医
療
費
助
成
、
保
育

料
減
額
、
運
動
保
育
士
の

養
成
。
し
ご
と
の
創
生
と

し
て
は
、
企
業
振
興
助
成

金
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
基
盤
等
、
強
化

を
図
る
。

問 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い

て
、
地
方
創
生
と
経
済
対

策
を
目
的
と
し
た
「
地
域

活
性
化
・
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
交
付
金
」
に

お
け
る
消
費
喚
起
型
交
付

金
、
地
方
創
生
先
行
型
交

付
金
の
戦
略
、
策
定
、
目

的
、
体
制
等
と
県
の
若
者

雇
用
確
保
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
支
援
す
る
事
業
は
。

答 

産
業
界
、行
政
、教
育
、

金
融
機
関
、
労
働
団
体
等

の
代
表
有
識
者
会
議
を
設

置
す
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
、
空
き
家
の

利
活
用
、
若
者
の
出
会
い

婚
活
事
業
、
６
次
産
業
化

の
推
進
事
業
等
を
考
え
、

企
業
へ
出
向
く
「
求
人
開

拓
員
」
や
、
住
ま
い
や
子

育
て
支
援
情
報
を
提
供
す

る
「
移
住
相
談
員
」
を
設

置
す
る
。

まち・ひと・しごと創生総合戦略は！

一般質問

下中　雅之
議員

風呂　繁昭
議員

❾おばま市議会だより

問 

先
月
、
原
子
力
規
制

委
員
会
は
、高
浜
原
発
３・

４
号
機
に
つ
い
て
、
安
全

対
策
が
新
し
い
規
制
基
準

に
適
合
し
て
い
る
と
す
る

審
査
書
を
決
定
し
た
が
、

審
査
内
容
に
関
す
る
市
民

説
明
会
は
開
催
し
な
い
の

か
。

答 

こ
の
た
び
の
高
浜
３
・

４
号
機
の
新
規
制
基
準
に

係
る
審
査
に
関
し
て
は
、

３
月
開
催
予
定
の
原
子
力

発
電
小
浜
市
環
境
安
全
対

策
協
議
会
の
研
修
会
に
お

い
て
、
そ
の
内
容
を
お
聞

き
す
る
。

問
「
要
支
援
者
」
の
総
合

事
業
・
地
域
支
援
事
業
へ

の
移
行
に
つ
い
て
。

答 

平
成
26
年
４
月
時
点

で
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
要
支
援

１・
２
の
方
は
２
３
０
人
。

29
年
度
か
ら
の
移
行
を
考

え
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
人
材
確

保
、
人
材
育
成
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

問 

国
保
税
の
引
き
下
げ
・

法
定
減
免
の
拡
充
に
つ
い

て
。

答 

保
険
税
の
軽
減
対
象
者

に
財
政
支
援
が
行
わ
れ
る
。

平
成
26
年
度
７
割
、
５
割

軽
減
対
象
者
２
６
７
４

名
に
約
２
１
０
０
万
円
が

支
援
さ
れ
た
。
平
成
27

年
度
は
３
７
１
７
名
に
対

し
４
２
０
０
万
円
が
支
援

さ
れ
る
見
込
み
。

 

問 

人
口
減
少
に
伴
う
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
に

つ
い
て
。

答 

平
成
26
年
3
月
末
に

お
け
る
行
政
区
域
人
口

に
つ
い
て
３
１
５
０
１
人

と
推
計
し
て
い
た
が
、
実

績
値
は
３
０
７
６
３
人
で

７
３
８
人
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

高すぎる国民健康保険税の引き下げを！ 宮崎治宇蔵
議員

国
保
料
１
人
当
た
り

国
庫
支
出
金

市
町
村
国
保
の
総
収
入
に
占
め
る
割
合

国民健康保険事業年報から

50％

23％

9.1 万円

3.9 万円
1984年度 2012



議会を傍聴しませんか？
議会を傍聴する手続きは、５階の議会事務局
で住所と氏名を書くだけです。

ー 6 月定例会の予定ー
６月 11 日（木）本会議
６月 23 日（火）一般質問
６月 24 日（水）一般質問
６月 30 日（火）本会議

問 

人
口
減
少
と
高
齢
化

が
急
速
に
進
行
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
が
、
そ
の

影
響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答 

産
業
面
で
は
担
い
手

や
労
働
力
不
足
に
よ
る

産
業
の
衰
退
、
購
買
力

の
低
下
に
よ
る
商
店
の
疲

弊
、
賑
わ
い
の
減
少
に
よ

る
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

の
低
下
等
が
想
定
さ
れ
、

地
域
経
済
に
与
え
る
影
響

は
非
常
に
大
き
い
と
考
え

る
。
教
育
面
で
は
児
童
・

生
徒
の
減
少
に
よ
り
集
団

活
動
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
等
を
育
成
す
る
う
え

で
制
約
が
生
じ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
地
域
社
会

で
は
地
域
防
災
力
な
ど
地

域
力
の
低
下
、
福
祉
面
で

は
社
会
保
障
制
度
の
維
持

に
支
障
が
出
る
。
ま
た
行

政
面
で
は
市
税
収
入
の
減

少
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
コ

ス
ト
増
加
が
あ
る
。

問 

所
得
、
雇
用
の
確
保
、

産
業
振
興
に
つ
い
て
。

答 

支
援
制
度
を
生
か
し
、

新
た
な
企
業
の
誘
致
、
地

元
企
業
の
育
成
、
若
者
に

魅
力
あ
る
職
場
を
創
出
し

た
い
。

問 

学
校
の
統
廃
合
は
、

子
ど
も
た
ち
の
適
切
な
学

習
環
境
が
最
も
重
要
。
教

育
委
員
会
が
果
た
す
役
割

と
教
育
の
将
来
像
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答 

常
日
頃
か
ら
市
民
、

子
ど
も
た
ち
の
事
を
考

え
、
よ
り
良
い
教
育
環
境

や
教
育
内
容
を
提
供
す
る

べ
く
研
究
し
模
索
し
て
お

り
、
そ
れ
が
仕
事
と
考
え

て
い
る
。

【
意
見
】
急
変
す
る
社
会

に
対
応
す
る
変
わ
る
力
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
人
口

減
少
に
適
切
に
対
応
し
な

け
れ
ば
ま
ち
は
確
実
に
衰

退
し
、
適
切
に
対
応
し
て

い
け
ば
ま
ち
の
住
み
良
さ

を
向
上
さ
せ
ら
れ
る
。
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
に
教
育
、
福
祉
、

雇
用
、
産
業
、
防
災
な
ど

質
を
高
め
る
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
。

人口減少時代の安全、安心のまちづくり

問 

昨
年
末
に
市
道
山
手

小
松
原
線
海
側
の
162
号
線

と
交
わ
る
交
差
点
へ
、
4

点
信
号
機
を
設
置
し
て
頂

い
た
が
、
今
回
の
や
ま
な

み
保
育
園
の
開
設
で
、
山

側
の
交
差
点
の
安
全
確
保

が
危
ぶ
ま
れ
て
来
た
。
ま

た
、
国
道
162
号
線
の
大
手

と
西
津
両
橋
の
架
け
替
え

が
具
体
化
さ
れ
れ
ば
、
車

両
が
一
気
に
県
道
に
な
だ

れ
込
ん
で
来
る
。
仮
に
こ

の
道
路
を
走
行
す
る
車
両

が
法
定
速
度
内
の
50
キ
ロ

で
走
行
し
て
い
た
と
し
て

も
、
危
険
を
察
知
し
急
ブ

レ
ー
キ
で
静
止
す
る
ま
で

の
制
動
距
離
は
、
ほ
ぼ
25

メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
び
、

歩
行
者
の
安
全
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
信
号
機
の
設

置
が
問
わ
れ
る
事
と
な
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

答 

小
浜
署
を
通
じ
て
県

公
安
委
員
会
に
設
置
要
請

を
行
っ
て
行
く
が
、
当
該

交
差
点
の
実
態
を
確
認
し

な
が
ら
、
安
全
教
育
に
も

努
め
、
同
時
に
原
則
効
果

を
図
る
方
法
な
ど
を
検
討

し
て
行
く
。

問 

近
年
頻
発
す
る
豪
雨

災
害
を
受
け
、
砂
防
堰

堤
事
業
の
拡
充
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
が
、
対
象
地

区
福
谷
の
場
合
、
ネ
ッ
ク

と
な
っ
て
い
た
用
地
へ
の

課
題
も
都
市
整
備
課
職
員

の
勇
気
あ
る
行
動
を
も
っ

て
、
良
い
方
向
に
進
ん
で

い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
か

ら
解
決
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
ま

だ
あ
る
の
か
。

答 

砂
防
指
定
地
に
指
定

し
土
地
所
有
者
の
同
意
を

得
る
必
要
が
あ
る
。

問 

か
つ
て
警
察
は
、
拉

致
犯
を
逮
捕
し
た
も
の
の

起
訴
猶
予
に
し
て
、
公
表

も
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
国
の
危
機
管
理
の
無

さ
に
い
か
に
対
処
し
て
行

く
の
か
。

答 

対
話
と
圧
力
、
行
動

対
行
動
の
原
則
の
下
、
北

朝
鮮
と
の
交
渉
に
臨
む
よ

う
求
め
て
行
く
。

やまなみ保育園開設に伴う信号機の設置

清水　正信
議員

松崎圭一郎
議員

おばま議会だより❿

今月の表紙
雲浜大太鼓　練習風景

（雲浜太鼓会様からの投稿）

５月２日・３日に行われた『お城ま
つり』の雲浜大太鼓の練習風景をご
投稿いただきました。
当日は天候にも恵まれ、多くの人が
見物に訪れました。



⓫おばま市議会だより

熊谷　久恵
生守／①

西本　清司
和多田／②

三木　 尚
加斗／④

清水　正信
山手一／⑤

竹本　雅之
新小松原／①

小澤　長純
中井／②

垣本　正直
新保／④

池尾　正彦
遠敷一／⑤

牧岡　輝雄
青井／①

今井　伸治
湯岡／②

藤田　善平
羽賀／④

宮崎　治宇蔵
太良庄／⑥

藤田　靖人
小浜住吉／②

能登　恵子
岡津／③

風呂　繁昭
小浜酒井／④

佐久間　博
小浜生玉／②

下中　雅之
生守／④

富永　芳夫
城内一／⑤

議員名
住所／当選回数

第 17期議員のご紹介
よろしくお願いいたします

任期：平成 27 年 5 月 1 日～平成 31 年 4 月 30 日

 ※当選回数及び年齢順に記載しております。



編
集
後
記

　
５
月
か
ら
第
17
期
の
小
浜
市
議
会

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。直
近
４

号
で
は
表
紙
に（
仮
称
）東
部
小
学
校

と
し
て
統
合
さ
れ
る
遠
敷
・
松
永
・
宮

川
。国
富
小
学
校
を
用
い
た
よ
う
に
、

表
・
裏
表
紙
に
は
市
民
の
皆
様
の
活

動
や
関
心
事
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
議
会
の
活
動
を
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
）

おばま市議会だより⓬

あなたの写真で「広報紙」の表紙を
飾ってみませんか？

小浜市議会広報委員会では、年４回発行する議会だよりの表紙に掲載する写真を募集してい
ます。お送りいただいた写真は広報委員会で審査し、採用を検討いたします。（採用が無い場
合もありますのでご了承ください。）
詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

お
ば
ま市
議
会
だ
よ
り

2015.5.25
N

o.143
編

集
■

広
報

委
員

会
　

発
行

■
小

浜
市

議
会

〒
917-8585　

福
井

県
小

浜
市

大
手

町
6

番
3

号
TEL.0770-64-6035 FAX.0770-52-0400
E-m

ail:gikai@
city.obam

a.lg.jp

議　場

　７月１４日に人魚の浜で実施しました。５年
生が２００ｍ、６年生が６００ｍ、「えんやこー
ら」の声をかけながら泳ぎ切りました。海で泳
ぐ恐怖心を乗り越え、みんなの顔が達成感でいっ
ぱいでした。

　高学年 5 分間、低学年 4 分間を全力で走り距
離を記録しました。低学年の走った距離は兄弟
学年のペアの高学年児童が数え、結果を伝えま
した。ペアの子との交流も深まり、走力も大き
くアップしました。

　京都市立下京渉成小学校を訪問しました。小
浜や京都の食文化について、ポスターセッショ
ン方式で互いに発表しあい交流しました。小浜
のよさを京都の小学生に伝えるよい機会となり
ました。

　３月３日、４年生が「二分の一成人式」を行
いました。担任から一人一人証書を受け取った
後、将来の夢や歌、感謝の言葉などを発表しま
した。見守った保護者の方も子どもたちの成長
を喜んでおられました。

遠泳大会

業間マラソン

修学旅行

二分の一成人式

小浜小学校児童のガンバリ！


